
  

 

ひとこと 

 

この時期は、梅に木蓮

に桜にと、次々と華や

かになっていきます

ね。 

寒さもあともう少しの

辛抱、風邪をひかない

ように、がんばりま

しょう！ 
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 2月17日に第４回あいネット運営委員会が開催されました。 

運営委員会は、柏市地域生活支援センター事業の進捗報告や連携のあり方を検証す

るために行われています。 

 今年度も柏市内の医療、福祉、就労、法律各分野の団体・機関にご参加いただい

ております。 

 今回の議題は「あいネット実績報告」「来年度の事業について」。事例を交えて

のお話をさせて頂きました。以下、お話の抜粋です。 

 

◆あいネット 実績報告 

 相談実績報告 

  新規相談件数が増えている。生活困窮の相談は倍以上増えている。 

 

 
Ｈ26年度  

新規相談件数 

４

月 

５

月 

６ 

月 

７

月 

８

月 

９

月 

1０

月 

1１

月 

1２

月 

1

月 

2

月 

3

月 
合計 

総合相談 39 29 38 27 7 20 54 21 21 19 26 43 344 

生活困窮 13 14 8 18 21 17 21 12 8 13 8 16 169 

合計 52 43 46 45 28 37 75 33 29 32 34 59 513 

Ｈ27年度 新規相談件数 
４ 
月 

５

月 

６

月 

７ 
月 

８ 
月 

９ 
月 

1０ 
月 

1１

月 

1２

月 

総合相談 31 8 56 38 38 18 19 25 25 

生活困窮 34 55 50 45 33 40 33 45 39 

合計 65 63 106 83 71 58 52 70 64 

Ｈ27年度相談実数 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 

総合相談 150 129 166 142 100 102 90 94 90 

生活困窮者 75 88 105 79 94 90 83 106 110 
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2月25日に高齢者虐待防止ネットワーク運営委員会が開催され、平成26年度高齢者

虐待における柏市の特徴の説明がありました。（以下、配布資料の一部を抜粋。） 

・通報：介護支援専門員からが一番多く、次いで警察による通報。 

・虐待類型：身体的虐待が一番多く、次いで心理的虐待。 

・主な虐待者：息子によるものが一番多く、次いで娘による虐待。 

・被虐待者の状況：年齢は80歳前後が多い。男女比は2：8。介護保険は6割程度が認定済み。認定済

みの者の認知症については、7割以上が認知症である。世帯構成では、子との同居が6割程度。 

・虐待の対応状況：虐待者からの分離の有無では50%が分離あり（全国より高い割合）。分離を行った

事例の対応の内訳では入所措置や緊急一時保護の割合が高い。虐待者から分離をしていない事例の

対応の内訳では養護者への助言指導の割合が多い。 

 

 その後の事例検討では、「高齢者虐待における養護者への支援について」の説明がありました。養

護者が同居する母への介護負担が大きくなり、虐待に至ってしまった事例でした。出席者からは「どこか

らが高齢者虐待なのか判断が難しい」との意見があり、「疑いの段階で早めに福祉活動推進課や地域

包括支援センターに相談を」との説明がありました。地域との連携の中で、出来るだけ早期に高齢者虐

待を発見し、被虐待者と養護者の支援体制を作る事が大切だと感じました。 

◆ 来年度の事業について 

 ア．発見のネットワークづくり 

○自分からSOSを発信できない方、しづらい方は多くいる。 

 生活保護には至らないが困窮しているボーダー層・ひきこもり・ 

 中卒・いじめ、等。 

広報活動として、チラシ配布や出前講座等を行っている。 

 

 イ．就労体験と就労先の開拓 

○母子家庭や就労ブランクがある方、疾病、障害をお持ちの方、 

 中卒の方等を対象。 

職場体験、就労訓練先等の確保が必要と感じる。 

 

委員の方からは 

「手元にある財布の金までは管理できないのが課題であり、悩み。」 

「民生委員は地域の実情を知っている。生活に困窮している方がいたらあいネットに繋げたいと思う。 

 家族と疎遠になっている方、その人らしく暮らしていけない方をみると心が痛む。」 

「必然に支援期間が長くなると感じる。40～50代の未就労者数は300万人いる。こういった方々はこの

ままだと生活保護に至る可能性が高い。司法の分野において、アウトリーチが必要と感じている。事例

から、自己破産の2回目は敷居が高い。」等々、たくさんのご意見を頂きました。 

 

感想 

生活困窮に陥る要因は、お金の問題だけでなく、健康や学習、人間関係等々、様々

なことが課題としてあります。地域の各専門機関と連携しながら、支援にあたって

いきたいと思います。 

また、自分からSOSを発信できない方、しづらい方に対して、まずは「知ってもら

う」ことを目標に広報活動にも力を入れていきたいと思います。 
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この講座は、生活困窮者自立促進支援法に基づく支援を利用されている方に向けての 

プログラムです。対象ではない方で利用希望の方は電話でご相談ください。 

就労準備支援室からは、就労についての情報をお届け致します。講座にもぜひご参加ください。 

パソコン講座  

自分を振り返りながら、仕事についても考えてみましょう！ 

Word・Excelを通してパソコンの基本的な操作を覚えられるようお手伝いします。 

コミュニケーション講座   

面接の模擬をしたり、気持ちが楽になるコミュニケーションの方法をお伝えします。 

ワークを通してスキルを高めましょう！ 

職場体験  

ディサービス「あじさい」で高齢者が自立した生活ができるようお手伝いをします。

車で送迎します。昼食代500円頂きます。 

キャリア講座  

講座受講希望の方は日程調整いたします。ご連絡ください。 

履歴書記入の注意点 No.10 

   転職の多い人には、「キャリア形式」がおすすめ 
職務経歴書の書き方には、「編年体式」と「キャリア形式」があります。時系列に沿って書いていくのが

「編年体式」、職務内容ごとにまとめて書くのが「キャリア形式」。 

「キャリア形式」で書くことによって、複数の会社での経歴を職務内容ごとに系統立てて書くことができ

ます。複数の仕事に関わってきた人も、主軸をつくって関連性のあるようにまとめていくことがポイント

です。 

こころを健康に保とう！ No.6 

困ったときは誰かに相談してみよう 
困ったときやつらいときに話を聴いてもらうだけでも、気持ちが楽になることがあります。話す

ことで自分の中で解決策が見つかることもあります。相談に乗ってもらえたという安心感も、気

持ちを落ち着かせるでしょう。友人、家族、同僚、地域や趣味の仲間など、日頃から気軽に話せ

る人を増やしておきましょう。 

しかし、こころと体の症状が続くときは早めに専門家に相談しましょう。医師やカウンセラーな

どの専門家や、地域の精神保健福祉センター、保健所、職場の健康管理センター、自治体の相談

所、あいネットなど、相談できる場所はたくさんあります。 

                     （厚生労働省「みんなのメンタルヘルス」より） 
 

 

今月の講座案内

履歴書記入の注意点 
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こちらのコーナーへ掲載希望の方はあいネットまで 

（TEL：04-7165-8707 FAX：04-7165-8709） 

第10回ニート・ひきこもり親セミナー  

日時 ：平成２８年４月９日（土） １３時 開場・受付開始 

     第１部 講演会：齋藤環教授による特別講演会 

          13：30～15：30 

          ※締切：３月31日（木） 100家族 120名まで受付 

     第２部 無料相談会（希望30組まで）・座談会 

          15：40～16：50（前半後半あり） 

          ※予約制：NPO法人キャリアデザイン研究所カウンセラーによる 30分程度 

                 申込時に相談希望の有無をお伝えください 

会場 ：柏商工会議所 ４階会議室  柏市東上町７－18  

参加費：1,000円（資料代：ご夫婦・当事者１家族） 

お申し込み方法 

     住所、氏名、電話番号をご記入の上、はがき、ファックスまたは下記ホームページ・申込み 

     フォームよりお申込み下さい。 

     〒277－0005 柏市柏３-1-9 丹羽ビル 305号 

      NPO法人キャリアデザイン研究所 ニート・ひきこもり親セミナー係 

     申込FAX：04-7162-7772 申込フォーム http://p.tl/kvay 

     問い合わせTEL：04-7162-7771 平日10：00～17：00 

     URL http://www.npo-cdi.org/ 

ひきこもる若者の心理 いま、家族にできること  

平成28年２月24日（水）に、第２回柏市地域生活支援センター連絡調整会議が開催されました。 

この会議は、柏市より事業の業務委託を受けている柏市地域生活支援センターあいネットと、柏市の関係

機関とが相互に連携を図り、当該事業を効果的に行う目的で、年２回、毎回違うテーマを設けて開催されて

いるものです。          

平成27年度柏市地域生活支援センターの事業実績についての報告の後、今回のテーマである「発見の

ネットワークづくりや取組について」と「就労体験先と就労先の開拓について」について、意見交換を行いまし

た。これは、生活が困窮状態にある方がいかに相談に結びつくかという入り口の課題と、生活困窮状態を脱

するための出口の課題になります。 

入り口の課題については、あいネットが市役所への出張相談をしていくことや、旧沼

南町地域の方への出張相談などの意見が交わされました。出口の課題については、商

工振興課や障害福祉のサービス等との連携やネットワークづくりなどの意見が交わされ

ました。いずれにしても関係各所との連携、ネットワークづくりが大切で、生活困窮者自

立支援事業について、多くの機関に周知していく必要性を感じました。 


